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【資 料】

紛争直後の南部スーダンにおける看護の人材育成事情と国際協力のあり方の検討

小川 里美

青森県立保健大学大学院健康科学研究科博士後期課程

キーワー ド:戦 争,看 護,看 護改革,国 際協力,南 部スーダン

1.は じめ に

紛争は人間の命や健康 を守 る保健医療システムを

破壊 し、医療に携わる人 々の人材育成 にも大きな打

撃 を与 える。南部スーダンでは20年 にわたる民族紛

争が2005年 に終結 した。

南部 スーダンの首都にあるA政 府教育病院(以 下

A病 院)は 、南部地 域最大の基 幹病院であ る。政

府 の管轄下 の病院で あるにもかかわ らず、南北 の

民族紛争以 降、政府か らの支援 は中止 された。赤

十字国際委員会(Intemational　 Committee　 of　the

RedCross,以 下ICRC)は 、1993年 よ りこの病 院 に

対 して医療スタッフを派遣 し、直接的ケアの提供 を

通 して継続的に医療支援 を行 ってきた。2001年 から

はA病 院で働 く看護師の看護ケアレベルの改善を目

的とした人材育成 を中心 とす る支援へ移行 し、研究

者は教育担当の責任者としてこの事業 に携わった。

プログラムの評価 として筆記･口 述･実 技試験 を

行 ったところ結果には問題 はなかったが、獲得 され

た知識･技 術が日々の看護実践に活かされ ることは

なかった(Ogawa,2004)。

教育の成果を短期間で評価することは難 しいと考

える。 しか し、教育支援 を実施 しているにもかかわ

らず、看護師が対象のニ ーズを捉 え看護ケアの実践

につなげられないとい うことは大 きな疑問である。

A病 院における支援の経験から南部スーダンにおけ

る看護の人材育成事情を明 らかにし、技術移転教育

だけではない、南部スーダンの看護レベル改善のた

めの効果的な支援のあり方を戦後の日本の看護改革

を参考に検討する。

Ⅱ.研 究 目的

1.南 部 スーダンにおける看護の人材育成 の事情を明

らかにする。

2.1を ふまえ、南部スーダンの看護への効果的な支

援 について、戦後の日本の看護改革を参考 に検討す

る。

Ⅲ.研 究方法

文献および資料検討

検索範囲を 「Sudan,nurse,conflict,healthsystem,

training,」 で スーダン内戦開始前 の1980年 か ら紛

争終結の2005年 までを対象 にMedlineで 文献検索 を

行 った。 日本の看護改革 に関する文献を 「戦前、戦

後、GHQ、 看護教育、看護改革」 をキー ワー ドに

「最新看護索引Web」(日 本看護協会図書館編)お

よびMedlineで 検索した。 また、研究者 が2001年 か

ら2004年 に南部スーダンの首都で行 った調査(2001

年、2004年 にICRCへ 報告書提 出)お よび2008年 の

調査報告書(2008年 国際協力事業団スーダン事務所

へ提出)お よび研究者 自身 も含む南部 スーダンで医

療活動を実施 したICRCの 医療要員の報告書(2001

年 ～2008年)も 対象資料とした。

連絡先:小 川 里美 京都第二赤十字病院看護部 〒602－8026 京都市上京区釜座通 り丸太町上がる春帯町355-5

(受理 日:2010年11月30日)
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Ⅳ.倫 理的配慮

青森県立保健大学研究倫理委員会に研究計画書お

よび研究倫理審査様式を提出し承認を得た。研究者

がICRCな らびにJICAに 提 出した報告書、ICRCよ

り提供 してもらった資料 については、研究 目的以外

で使用 しないこと、個人が特定されないよう配慮す

ることを口頭および文書で説明 し、担当者 より文書

で同意 を得 た。

V.用 語の定義 と説明

1.看 護

本研究において用 いる 「看護」 の定義は、スーダ

ン共和 国においての定義がないため、国際看護師協

会(ICN)の 定義の一部を用 いる。

「看護 とは、あらゆ る場 であらゆる年代の個人お

よび家族、集団、 コミュニティを対象に、対象がど

のような健康状態であっても、独自にまたは他と協

働 して行われ るケアの総体をいう」。

2.CertifyNurse(CN)

CNと は、基礎教育課程8年(日 本の中学校卒業

とほぼ同等)修 了し、3年 課程の看護学校 で看護基

礎教育 を履修 し、 国家試験 に合格 した看護師を指

す。臨床 では、RNの 指 導の下、看護業務 を行 う。

RNに 比べて業務範 囲に制限があるが、明文化 され

ていない。南部スーダンで働 く看護師のほとんどは

CNで ある。 日本 の准看護師に相当す る。本文中で

看護師と表記 しているのは、CNを 意味する。

3.RegisteredNurse(RN)

RNと は、基礎教育11年 課程(日 本 の高等学校卒

業 とほぼ同等)修 了し、4年 生の看護大学で看護基

礎教育を履修 し、RNと な る。臨床 での主たる役割

は管理業務である。

4.MedicalAssistant(MA)

医師の補助業務を担 う。CNと して2年 間以上 の

臨床経験 を積むと、MA養 成学校 の受験資格が得 ら

れ る。2年 間の教育課程修了後、医師の補助者とし

て医師の指導の下、診療業務 を行 う。内戦時下の南

部スーダンでは医師が不在であったため、事実上彼

らが医師の代行をしていた。

5.専 門看護師

CNと して2年 間以上 の臨床経験 を積 むと、手術

看護、麻酔看護、助産な どの特定の分野で働 く看護

師の養成課程 に進学することができる。修業年数は

1年 程度である(分 野によって修業期間は異なる)。

修了後は、特定分野の業務に従事す る。

Ⅵ.結 果･考 察

入手した報告書や資料 よ り得たA病 院な らびに南

部 スーダンにおける看護 の人材育成事情 について、

スーダン内戦、南北関係か ら考察をする。次に、南

部 スーダンの看護への効果的な支援 について、第二

次世界大戦後 に行われた日本の看護改革 を参考に検

討す る。紛争後の保健医療システム再構築に関する

看護を具体 的に述べた文献がない中で、 日本は第二

次世界大戦後 に連合国による看護改革を受け、発展

をなし得た史実に着目した。

1.南 部スーダンにおける看護の人材育成事情

1)A病 院が抱 える課題

南部の首都 にあるA病 院は1920年 代に設立され、

現在は病床数512床 、職員数700名 程度(う ち看護師

は約160名･看 護学生は約120名)を 有する南部最大

の基幹病院である。1985年 に勃発 した南北の民族紛

争により、政府からの支援 はな くな った。1993年 、

激戦地 であった南部の首都 を訪れ たICRCの ス タッ

フは、多数の負傷者(一 般市民 を含む)が 治療 を受

けることな く放置されている現状 に対 して政府 と交

渉 を行 い、A病 院において彼 らの外科 的治療 およ

び術後管理の支援を行 うための医療 ス タッフの派

遣、 医薬品.設 備備品の提供を中心 とした援助 を行

うことを決定した。8年 にわたる支援 にもかかわ ら

ず外科病棟での患者管理および看護ケアレベルは、

ICRCが 提示 した目標の 「術前･術 後の患者の管理

が適切に行える」 までには達 しなか った。その具体

的な例は、手術適応患者の8割 以上について、術前

処置 を確認せず手術室 に送 る、術後観察を全 くしな

い、指示 された薬を投与 していない等である。その
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原 因のひ とつに、 この病院が抱える問題を明らかに

し病院スタッフとそれ らを共通認識 しないまま国際

機関主導･代 理型の支援を継続 してきたことが考 え

られた。問題状況を明確にす るために行った2001年

の看護部門の現状分析から明 らかになったことは、

①看護護管理者 の不在、②政府 からの給与支払いの

遅滞に伴 うスタッフの他職種への従事、③手術室お

よび外科系病棟のみを支援 しスタッフへの指導 もこ

れ らの領域 に偏 っていたこと、④看護学生が看護を

担 う主力になっていたこと、それにもかかわらず⑤

看護学生を指導･管 理す る体制 がないこと、⑥看護

学生は2か 月ごとに病棟を異動、看護師の勤務異動

も突発的に行われ指導のの継続 が困難であること、

であった。また、A病 院の看護 ケアレベルの改善が

困難な理由のひ とつとして、看護師育成 に関わる看

護基礎教育カ リキュラムのあ り方にも問題があるこ

とが考えられた。

A病 院付属看護学校の看護基礎教育カ リキュラム

と看護師育成 との関連を見 るために、研究者は2001

年、スーダン北部にある看護大学2校･看 護学校3

校 を訪問 し、スーダンの看護基礎教育カ リキ ュラム

を入手 し、南部 のA病 院付属看護学校 と北部の看護

学校 で実施 され ているカ リキ ュラムの比較を行 っ

た。その結果、A病 院付属看護学校では、看護 に関

連す る講義･演 習時間数が極端に少ないことが明 ら

かになった。また、教授 内容は疾患 と治療 が中心で

あること、教授方法は教員が作成 した ノー トを板書

す るのみで説明はほとんど行われていなかったこと

が参加観察 によ り判明 した(Ogawa,2004)。

2)南 部 スーダンにおけ る看護の人材 育成事情 と内

戦･南 北差の関連

スーダンの内戦の被害は南部に集中し、南部では

あらゆるシステムが崩壊 した。紛争 を導 く動 因と

な った南北の対立構造 の中にあって、北部は近代的

な社会構造を作 り上げて いった。教育の高等化 も進

み、20世紀初頭 には、国立大学が2校 作 られた。一方、

南部は、イギ リス植民地支配の時代 から低開発のま

ま放置され、教育 においても南部の人間が北部の大

学へ進学す ることは非常に難 しく、南部か らの入学

者は数名程度 に限られていた(栗 本,1998)。

看護教育や看護師育成 において も南北 の差 を認

めた。 スー ダン に は、CertifyNurse(以 下CN)

とRegisteredNurse(以 下RN)の2種 類 の 看 護

師 が存在 す る。 前者 は、最 低8年 間 の基 礎教 育

(primaryschool卒;日 本 の中学校卒業 と同等)を

修了して看護学校 に入学 し、3年 間の教育課程を修

めCNと してRN指 導の下、医療施設等で働 く。北部

では、CNに ついて も看護学校 の入学資格要件を11

年間の基礎教育課程修 了(secondary school卒;日

本の高等学校卒業 と同等)と している。紛争 が鎮静

化 してきた2000年 前後 より、南部でも看護学校の入

学資格要件 を11年 課程 に修正 された。CNの 場合、

2年 間の臨床経験を積むと麻酔看護師、手術室看護

師、 医師の補助者などの専門コースに進学す ること

が可能 であ る。一方、RNは 看護大学で4年 間の教

育課程 を履修する。看護大学への入学資格は11年 間

の教育課程を修 了していること、さらに自然科学の

成績ス コア が70以 上あ ることが必須条件 であ る。

RNの 教育や資格 は国際 レベルにある。RNの 場合、

2年 間の臨床経験を積むと大学院の修士課程 さらに

博士課程へ進学す ることができ、修了後には看護教

育者や看護部長等の管理職への道に進む。北部には

RNを 養成す る看護学部を有す る大学が7校 あるの

に対 し、南部 には1校 もない。南部 におけ る看 護

師養成所 はCN育 成 のための看護学校 のみである。

従 って南部 の病院にはRNの 資格をもつ ものはいな

い。CNがRNに なるためには、北部の大学 に進学 し

な くてはならない。 しかし、民族問題や金銭的理由

から南部の人間が北部の大学 に進学することは不可

能 に近 い。 また、内戦中の南部には初等教育にも問

題があった。内戦を理由に地元を去 る教員や戦闘に

参加す る教員が続出し教育を担 う人材が不足 した。

よって、南部の学校は閉校せざるを得ない状況 に追

い込まれた。研究者の調べでは、A病 院で働 くCNの

約2割 は、読み、書き、計算が満足に出来 なか った。

彼 らの教育背景を調べると内戦中に基礎教育を受け
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ていたことがわか った(Ogawa,2001,2004)。

内戦中の南部では、紛争犠牲者や病人の手当てを

する人材育成は急務であった。医師 よりも養成期間

が短 く、医師の代わ りとして働 くことのできる医師

の補助者やCNの 養成 に力が注がれた。南部 の首都

にあるA病 院に併設す る看護学校 は、戦争中も開校

していた南部 唯一のCNの 養成所であ った。南部の

各州が志願者 を送 ってきたため、看護学校は入学資

格審査 もできず、定員の3倍 から4倍 を超えて学生

を受け入れ ざるを得ない状態であった。年間の講義

時間の大半は医師による講義に割かれていたが、休

講にな ることも多かった。学生は1日 に2時 間程度

学校で授業を受 け、残 りの時間は病院で看護要員 と

して働 いていた。研究者の調べでも臨床での実習指

導は一切行われていなかった。学生は学校でも臨床

で も適切 な指導や助言を受けることはなく、看護 に

必要 な知識･技 術を自らの体験により修得 し、たと

えそれが誤 ったものであっても気付 くこともな く積

み重ね られていた。(Ogawa,2001)

一方、北部では、 内戦 の被害を受けることはほと

んどな く、人 々は普段 と変わ りのない生活を営んで

いた。CN養 成の看護学校、RN養 成 の看護大学は、戦

争 の影響 を受 けることな く学生 に門戸 を開いてい

た。北部で看護 を学ぶ学生のカ リキュラムや臨床実

習の指導体制は確立されてお り、南部のように病院

で労働者 として働 かされ る ような環境 はなか った

(Ogawa,2001)。 紛争 によって引き起 こされ た南北

の看護の人材育成の差 は、臨床で提供され る看護 の

質 のみならず、看護師の交流、組織や制度づ くりな

ど看護の発展 をも阻んだと推察する。

2.戦 後の日本 の看護改革から考える南部スーダンに

おける看護の国際協力のあ り方についての検討

紛争 によ り失われた保健 医療 システムの再構築

に つ いて は、 ボ スニア･ヘ ル ツ ェ ゴビナや ス リ

ラン カ、 ア フガニ ス タン等 にお け る経 験か ら、

疫学 調査 に よる国民 の健 康水 準 の査定、安 全 な

水 と住居 の確 保、地域 住 民 への健 康教 育 と健康

ニ ーズへの対応 を 目的 としたPrimaryHealthCare

(以 下PHC)の 再 建 が優 先課 題 と して挙 げ られ

て い る(Konttien,2002,Atunetal,2007,Nagaiet

al.,2007)。 また、設備･医 薬品等 の購買力向上のた

めの国際機 関による資金援助の必要性 や財務管理

(Co-metto,Fritsche,Sondorp,2010)、 医 師 の確 保

(Konttien,2002)を は じめ とす る医医療従事者の

育成や適正配置等の人材管理についても早期か ら取

り組む ことの重要性 が強調 されている。看護の再生

に関連するところでは、看護師への研修、キャリア

開発 の整備、看護基礎教育の整備など教育関連につ

いて述べられるに留まっている。紛争の影響 を受け

た看護が再生を果 たすために必要な対策を検討する

にあた り、 日本の例が参考 になるのではないかと考

えた。

我が国も過去 に二度 にわたる世界大戦を経験 し、

特 に第二次世界大戦中は救護看護婦養成の必要 に迫

られ質 より量を重視 した結果、看護の質の低下 を招

いた。第二次世界大戦前お よび大戦中の日本の看護

婦養成過程 や敗戦直後 の日本 の看護 の状況をみ る

と、看護師養成 に関わ る教育背景、看護基礎教育、

第3者 からみた看護の実態 について紛争直後 の南部

スーダンと相似点を認めた。

看護教 育に関連 す るところでは、① 戦争負傷者

救護 のため の看 護 師養 成数 増加 の必 要性、② 看

護学 校入 学資 格基 準 を下 げ る、 ③養 成期 間 の短

縮、④ 医師中心 の講 義が展 開 されていた こと、等

が南 部 ス ーダン で も発 生 して いた。 ま た、GHQ

(General Headqularters Supreme Commander

for the Allied Powers;連 合国最高司令官総司令部)

の看護課長 として赴任 したエ リザベス･オ ル ト氏

(Grace Elizabeth Alt、 以下オル ト氏)は 、 日本の

各地の病院を視察 した結果、 日本の看護師について

「darkness ,awkward,timid,non-thikinking」 と専

門職に求められ る知識.技 術 のレベルや質、態度 に

ついて批判を していた(Alt,1950)。 外 国人であ る

オル トが見 た敗戦直後の日本 の看護の現状 は、研究

者 がA病 院で体験 した ことと非常 によく似 ていた。
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このような相似点を考慮す ると、戦後 の日本の看護

改革 の評価 と課題 を明確 にす ることによ り、南部

スーダンの看護 の再生への糸 口がっかめるのではな

いかと考え る。

GHQが 行政 に介入 し行 った日本の看護改革の概

要は、①看護制度の改革、②看護教育の改革、③職

能団体 の設立であ り、 日本の看護はこれ らの改革に

より変化 を遂 げた。1945(昭 和20)年10月2日 、 ダ

グラス･マ ッカサ ー元 帥(Douglas MacArthur)

がGHQ/SCAPを 東京 に設立 し、 日本はその指導

下 に入 った。GHQ/SCAPは4つ の参謀部 と9つ

の幕僚部スタッフで構成 され、その中の公衆衛生福

祉局 の看護課が戦後の看護改革を推進 した。看護課

長 に任命されたオル ト氏は、看護婦が自らの責任 に

お いて患者の看護をすること、看護婦の教育 は看護

婦が行 うことを掲げ、看護の位置づけと看護管理 の

概念を明確 にす るために、行政、教育、職能 におけ

る看護婦制度改革に着手 した(平 岡,2000)。

行政 の改革では、1948(昭 和23)年 、厚生省医務

局 に看護課 が設置され、看護職が医療、公衆衛生機

構 の中で独立 して管理運営できるよ うになった。教

育 については、看護学校への入学資格の引き上 げや

専門カ リキュラムによる教育課程 を展開するモデル

スクールが開校 され、新 たな看護婦教育が全国に展

開されていった。 さらに、1948(昭 和23)年7月30

日には保健婦助産婦看護婦法(法 律203号)が 公布

され、看護婦の免許、業務範囲、教育課程 などが規

定された。

職能に関する改革は、全国的な看護の職能団体 の

設立であった。当時の日本 には産婆会、帝国看護婦

協会、保健婦会の組織 があったが、GHQは 看護職

が団結 し政治的権力 を得 るためには職能 団体 を一

本化す ることを唱 え、 日本産婆看護婦保健婦協会

(後の日本看護協会)を 設立 させた(ラ イダー,大

石,2003)。

当時は斬新的とされた改革ではあったが、看護婦

制度 については、GHQが 推進 した看護婦制度の一

本化 とそれ に伴 う高学歴化、専門職 として独立 した

地位につくことは、当時の政府や日本医師会等関係

者が難色を示したため准看護婦と看護婦の2種 類の
■

看護婦制度で妥協点 を見出すことになった。戦後65

年 を経 て、今なお准看 艘師等 に関わ る看護 師の制

度、看護師の業務範囲につ いては審議 が続 いてい

る。 さらに、当初案では、看護婦一本化制度に伴 う

看護教育の改革 も想定 されていた。結局、看護教育

の大学教育化は著 しく遅れ、1980年 以降、ようや く

看護学士教育の設置が始まった。その後、看護学部

の設置は急速 に加速し、現在は193校 となった(2010

年7月 現在)。 しか し、国家資格が必要な医療専門

職において、資格取得のための教育課程が複数ある

のは看護師だけであり、統轄省庁 も大学 と専門学校

では異な るとい う二重 の構造があ る。GHQに よる

日本の看護改革は戦後 にこのような課題 を残 しなが

らも、 日本の看護 の変革に一石を投 じたことは事実

である。

現在 のスーダンには、看護 に関連す る法や制度 の

整備が遅れているために看護基礎教育、看護師の資

格 と制度、看護師の業務範囲と責任など、あ らゆ る

ことが慣習的 に取 り扱われて いる。GHQは 、 日本

に対 して行政、教育、職能に関する改革を実施 した

が、南部スーダンにも同様の改革 が実施され るべき

である。それを実現 してい くためには、まず第一に、

法に基づ く制度づ くりが必要であると考える。 スー

ダンには日本の保健師助産師看護師法に相当するよ

うな法律 はない(2008年 現在)。 専 門職 として の責

任や義務、業務範囲を明確 にすることは、必要な教

育や資格についても検討することになる。また、看

護師については、4年 生大学を修了 したRNと3年

課程の専 門学校教育を修 了したCNの2種 類の看護

師が存在す る。 さらにCNの 資格 をもつ専門看護師

もいる。専門看護師以外の業務は明確ではない。日

本 と同様 で、CNはRNの 管 理下 にあ り、一応両者

の業務範囲は分け られているが明文化 されたものは

ない。南部 のよ うにRNが いな いところでは、CN

がRNの 役割 も担 ってきた。 また、専門看護師の業

務 についても明文化 されて いるわけではな く、主た
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る専門業務を行 うという程度 のものである。看護師

の資格取得に必要な看護基礎教育 カリキュラムは学

校裁量にまかされ統轄省庁 も日本 と同様に、大学は

高等教育省(日 本の文部科学省 に相 当)、 専門学校

は保健省(日 本の厚生労働省に相 当)と 異 なる。現

在、南部では看護師制度一本化 に向けて動 き出して

いる。看護師の資格、業務や責任 に関す る法律 と教

育課程 の整備 に加え、南部の医療 を支 えているCN

のRNへ の現実的かっ実施可能な移行措置について

の検討が必要である。

職能 団体設立への支援 も重要 である。現在、南

部スー ダンでは看 護協 会設立 に向けた運動が よう

や く始 まった。職能 団体 ができれば、看 護師の地

位、権限、待遇の改善 に向けた運動が可能になる。

ICNは 、スーダンの関係者をICN年 次大会 に招待は

しているが協会設立に向けた具体的な支援をしてい

るわけではな く、 自国の努力 に任 せている。 しか

し、 この国で職能 団体を作 り上げ ることは、資格の

異 な るCNやRN、 専 門看 護師の存在、地 理的理 由

と治安、言語 や文化 の異な る部族等 の理 由によ り

容 易ではな い。 しか し、隣 国のウガンダやケニア

は、 内戦 や武力抗争、多民族の混在 といった同様

の問題を抱 えながらも、諸外 国の非営利法人(non

profit organization以 下NPO)や 非政府組織(non-

govemmental organization以 下NGO)な どの協力

を得て看護師協会を設立 しICNに 加盟 した。周辺諸

国の取 り組みを参考 にしながら地域レベルでの連携

をとることができれば、スーダンでの協会設立 も実

現に向けて動き出すか もしれな い。 「看護師」 とい

う職業が専門職 として社会から認め られ、看護師が

「看護」 とい う仕事にや りがいと誇 りを持ちながら

働 けるような環境 づくり、そ して 「看護」を担 う優

秀な人材 を育成 し 「看護」 を発展 させてい くために

は、 「看護」 に関連する法 と制度 の整備が不可欠で

あ り、それを実現す るための政策づ くりを支援 して

い くことが、南部 スーダンの看護の再生への鍵であ

ると考える。

Ⅵ.ま とめ

南部スーダンでは、紛争や南北差により、看護を

担 う人材育成のみならず、組織や制度づくり等にも

影響を受け、看護のレベルの低下を招いているこ

とが考えられた。第二次世界大戦直後の日本 と南

部スーダンの看護事情に相似を認めた。よって、

GHQの 指導の下に展開された日本の看護改革の評

価から、南部スーダンに対しても技術移転教育だけ

ではなく、①法律の制定に基づく看護師の資格と業

務範囲の明確化、②教育制度の見直し、③職能団体

設立に向けた支援の3点 について政策づくりを基盤

とする国際協力の在り方が示唆される。これらの政

策が展開されることで、専門職としての看護師の社

会的地位の保障、待遇改善、そして 「看護」を担 う

人材育成を有効に機能させ、南部スーダンの「看護」

を発展させていくことが可能になると推察する。
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